
島根大学学生団体　課外活動報告書

 

※この報告書は、学生支援課のHP
を通じて学外にも公開されるととも
に、サークル棟の継続使用の判断材
料として利用されます。

団体情報

団体番号 4

団体名 男子ソフトボール部

所属人数（前年度） 30

別紙の記入要領を参照の上ご記入ください。

活動報告

活動目的

団体の結成目的や活動の目的・目標などを記載してください。

全日本インカレ出場

活動内容

Ⅰ．前年度の活動内容について記載してください。
①通常の活動
【活動日時・場所】
毎週月曜日１９：００〜２１：００・城北小学校グラウンド
毎週土曜日１１：００〜１４：００・楽山公園野球場
毎週木曜日１５：００〜１９：００・島根大学グラウンド
毎週日曜日１１：００〜１４：００・島根大学グラウンド
【内容】
短い練習時間の中で、実践に近い練習を多く取り入れています。またその中
で一つずつのプレーの内容を振り返り、本戦で同じミスを繰り返さないよう
全員が高い意識を持って練習に取り組んでいます。

➂その他アピールできること
前年度は、西日本インカレにおいて創部以来最高成績となるベスト16入りを
果たすことができました。年々少しずつチームのレベルが向上していること
を実感しておりますが、現状に満足することなく、今後は西日本の舞台にと
どまらず、全日本インカレ初出場を目標に、日々の練習に真摯に取り組んで
まいります。

Ⅱ．活動実績（大会、コンクールなどの実績を記入してください。）
・4/28国民スポーツ大会ソフトボール競技（成年の部）島根県予選優勝
・vs雲南市役所8-0 勝
・vsウエスターズSBC7-1勝
・5/17,18   第６０回 全日本大学ソフトボール選手権大会第５７回西日
 本大学ソフトボール選手権大会中国地区予選 第５位
・vs環太平洋大学0-3負
・vs広島修道大学8-1勝（５回コールド）
・vs岡山大学7-6勝（延長９回）
・6/28,29第７１回全日本総合男子ソフトボール選手権大会
・vs安西クラブ3-5負
・vs北陽ソフトボールクラブ3-5負
・7/20,21,22第５７回西日本大学ソフトボール選手権大会
・vs龍谷大学9-2勝
・vs関西大学0-6負   ベスト１６（創部以降史上最高成績）
・11/8,9 第２５回中国地区大学男子ソフトボール選手権大会 第5位
・vs広島経済大学2-2（抽選負け）
・vs岡山大学11-0勝（４回コールド）
・11/9悪天候により中止
・11/30第２５回中国地区大学男子ソフトボール選手権大会代替日
・vs広島経済大学10-4勝（５回コールド）  第5位
・3/17,18令和8年第22回国公立大学ソフトボールオープン 同率3位
・vs琉球大学3-0勝（5回時間切れ）
・vs徳島大学7-0勝（5回時間切れ）
・準決勝vs高知工科大学1-3負（4回時間切れ）
・3位決定戦雨天により中止，同率3位



収支報告 収入

支出

金額（円） 備考（内容等）
繰越金 ¥37,472

サークル援助金（学推会より） ¥119,000
活動・イベント収入 ¥42,000 新歓代

入部(会)金 ¥0 円／人（年額）
部(会)費 ¥270,000 2000円／人（年額）

その他 ¥1,500,000 遠征費、コーチ代集金分
収入合計 ¥2,027,582

寄付金 ¥59,110
ブヒカツ、
ギビングキャンペーン

スポンサー収入 ¥0

大会等参加費 ¥260,700 選手登録費込
広報活動費 ¥42,000 新歓代

備品等購入費 ¥78,058
施設等利用料 ¥107,620

その他 ¥147,800
コーチ登録費×4人、
スコアラー代

支出合計 ¥2,006,308

交際費 ¥7,130
島根県ソフトボール協会へ
の返礼品

交通費 ¥1,363,000 遠征先でのホテル代込

差引収支 ¥21,274 次年度への繰越金
※年間の収支を記入してください（昨年4.1~今年3.31）

希望する支援や要望
事項※

大学に対する支援や要望

西日本大会や全日本大会に出場する場合、3〜4泊
分の宿泊費に加え、レンタカー代、高速道路料
金、ガソリン代などが必要となり、学生にとって
非常に大きな負担となっております。
つきましては、予選での3位入賞以上といった条件
に限らず、大きな大会への出場が決定した際に
は、少額でもご支援をいただけますと大変ありが
たく存じます。
何卒ご検討のほどよろしくお願いいたします。

学外の団体等への要望

島根大学には野球・ソフトボール系のサークルが
多く、その他の団体とも譲り合いながら大学の野
球場を利用している状況です。そのため、私たち
は市営の野球場を毎週お借りして練習を行ってお
りますが、部費の大部分がグラウンド利用料に充
てられているのが現状です。
つきましては、大学または部活動として利用する
場合に、学割制度をご検討いただけますと大変あ
りがたく存じます。お忙しいところ恐れ入ります
が、何卒ご検討のほどよろしくお願いいたしま
す。

※経済的支援だけでなく施設利用などの要望でも構いません。なお要望には具体的な理由もお書きください。


